
 

 

 

  

◎ 消費税率 8％に対応しました。 

消費税率8％への対応により変更された箇所は以下の通りです。 

 

１． 仕訳入力時に自動で税率８％に  

【 日常処理 － 仕訳入力 】 

新・旧消費税率は仕訳日付から自動判定します。2014/03/31 以前の日付の場合は 5％が、

2014/04/01以降の場合は 8％が設定されます。 

 

 

２． 経過措置にも対応  

【 日常処理 － 仕訳入力 】 

仕訳日付が 2014/04/01以降の場合は新税率が設定されますが、請負工事など経過措置が適

用される取引については金額欄で「Ｆ５：税率変更」（又はテンキーのマイナス）を押すと旧税率

に切り替えられます。 
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３． 旧税率(5％)の入力には摘要優先・取引先優先が便利。 

【 拡張機能 － 摘要辞書設定 ・ 取引先辞書設定 】 

摘要優先・取引先優先入力の場合、旧税率を辞書に登録することで、その都度ファンクションキ

ーで税率変更する必要がなくなり入力ミスを防げます。（摘要辞書設定・取引先辞書設定で、

5％又は 3％の旧税率使用を設定できるようになりました。） 

 



 

 

４． 画面・帳票に税率表示 

【 日常処理 － 仕訳帳 ・ 仕訳モニター ・ 総勘定元帳 】 

仕訳帳・元帳の画面及び印刷帳票に消費税率を表示します。 

 



 

 

５． 税率を指定して仕訳を検索 

【 日常処理 － 仕訳帳 ・ 仕訳モニター ・ 総勘定元帳 】 

チェック作業が効率的に行えるよう、仕訳検索に税率指定機能を追加しました。 

 



 

 

６． 消費税申告書の様式を変更  

【 消費税 － 消費税申告書 ・ 消費税申告書修正 】 

平成 26年 4月 1日以後終了する課税期間分の消費税及び地方消費税の確定申告書及び添

付書類の様式に対応しました。（会計期間により新旧様式を自動で切り替えますので、平成 26

年3月決算5月申告データの処理も可能です。） 

 

 

７． 消費税内訳書・消費税集計表を 8％対応に  

【 消費税 － 消費税内訳書 ・ 消費税集計表 】 

8％が集計できるようになりました。 

 



 

 

 

 

８． 税抜き比較で正確な経営判断を  

【 財務分析全般 】  ※Ver6.0.0より 

前期・前々期についても税込／税抜の切り替えが可能になりました。 

これにより税込み経理の場合でも税抜き比較ができるので、消費税率アップ後の過年度比較も

万全です。 

 



 

 

９． 税込残高から税抜残高を作成  

【 財務分析 － 過年度残高登録 】  ※Ver6.0.0より 

これまで税込で経理処理を行っていた会社のデータを新規作成する場合でも過年度との税抜

比較が容易にできるよう「みなし残高」ボタンをご用意しました。 

 前期・前々期残高を税込で登録し、画面表示を「税抜」に切り替えた上で「みなし残高」をクリッ

クするだけで、簡単に税抜残高が登録できます。 

 

 

※「期末一括税抜処理」は「明細」で実行してください。 

【 決算処理 － 期末一括税抜処理 】  

「計算単位： 合計」 は消費税率が混在するケースに対応できません。８％と５％が混在する

会計期間（平成 26年 4月 1日以後終了する会計期間）のデータで 「期末一括税抜処理」 を

実行する場合は、必ず 「計算単位： 明細」 をお選びください。 

 



 

 

 

 

●日常処理－ 仕訳入力 

 「Ｆ４：一括入力」又は「Ｆ３：行コピー」を使って入力する場合、最終行仕訳の摘要・取引先を辞書から選択す

ると仕訳の書き込み処理に入らず１行目の仕訳に戻ってしまっていたので修正しました。 

●日常処理－ 仕訳帳 

 検索状態で仕訳を複数選択して「Ｆ７：検索合計」をクリックすると「過去明細の選択」画面が開いてしまってい

たので修正しました。  

 本支店データの場合、「環境設定」で「支店毎の連番を表示する」にチェックがあると、追加入力した仕訳の

仕訳番号が適正に表示されないケースがあったので修正しました。  

 仕訳の置換が和暦に対応していなかったので修正しました。 

●日常処理－ 日報入力 

 初期設定－コード変更」で補助・部門・本支店を “する” に変更した場合でも日報入力画面の金額が消え

てしまうことがないよう修正しました。 

●決算処理－ 法人事業概況書（資料） 

 裏面の源泉徴収税額が 1億円以上の場合、印刷すると金額が枠からはみ出ていたので修正しました。 

●決算処理－ 繰越残高調整 

 「データ区分」が「個人／一般」で「基本設定」の「製造原価報告書を印刷する」にチェックがあるデータの場

合、前期データが１３～０９版だと処理が実行できなくなっていたので修正しました。 

●消費税全般 

 原則課税の消費税区分に以下の６区分を追加しました。 

   724： 課税売上対応課税輸入（国税） 

   725： 共通売上対応課税輸入（国税） 

   726： 非課売上対応課税輸入（国税） 

   774： 課税売上対応課税輸入返還（国税） 

   775： 共通売上対応課税輸入返還（国税） 

   776： 非課税売上対課税輸入返還（国税） 

●財務分析－ 過年度残高登録 

 「初期設定－科目設定」で貸借区分を変更しても、前期の「通期・下期・４Ｑ決算」のプラスマイナスが反転し

なかったので修正しました。 

 医療法人データの場合、「初期設定－科目設定」で貸借区分を変更しても前期・前々期残高のプラスマイナ

スが反転していなかったので修正しました。 

●財務分析－ 予算登録 

 「Ｆ４：年間予算」をクリックすると開く画面のタイトルが「対前年実績比の入力」になっていたので「年間予算」

に訂正しました。 

●拡張機能－ 仕訳のエクスポート 

 医療法人データで「仕訳のエクスポート」を開くと、画面の中に「本・支店」と書かれている箇所があったの

で、すべて「施設」に訂正しました。 

キーパー財務14（Ver6.1.0） その他の変更点 


